
      ＜クリニックからのお知らせ＞

       お口の事で気になる！・・・心配な事がある！・・・・そんな時には電話をしてみてください。
       ご相談だけでも大丈夫です。

私たちは皆様の
「お口のホームドクター」を

目指しています。

 
 
 

    ・お水 １００CC 

    ・砂糖 １ｇ 

これらをコップに入れ混ぜ合わせます。 

味覚チェックをしたい人に飲ませてみましょう。この時飲む人には甘いことは伝え

ないでおきます。 

飲んでみて「甘い」と答えないで、「酸っぱい」、や「苦い」などと答えた人は味覚障

害の可能性があるかもしれません。 

～味覚障害～ 

味覚障害の予防や改善のためにも亜鉛を摂取することは 

とても大切です。 

亜鉛の一日の必要摂取量は１５ｍｇです。 

 

多く摂取できる食品 
 牡蠣ならば２粒で一日の摂取量が補えます。 毎日の食事でうまく取り

入れましょう。 食品による亜鉛の摂取だけでは心配なかたは亜鉛のサ

プリメントもお勧めですが、過剰摂取により中毒症状が出ることもあるの

味覚とは、甘味、酸味、塩味、苦味、旨味の５基要素があります。これらの感度が低下したり消失したりする

ことを、味覚障害といいます。 

なにを食べても味がしなかったり、まずく感じてしまったり、何も食べていないのに塩味や苦味を感じることが

あります。 

・味蕾の減少、萎縮 

・亜鉛の不足 

・唾液の分泌の低下 

・舌苔やカンジダ症 

・味覚の感覚神経がダメージを受けた 

・薬の副作用・風邪や鼻炎による鼻づまり 

・心因性のもの 
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